「宮田村農地・水・環境保全管理協定」運営委員会
申し合わせ統一事項
H31.3.15現在
Ⅰ　共通事項
（1）年度の初めに提出する書類
　　①年度活動計画
（2）共同活動ごと（月等ごと）に提出する書類

① 作業日報
② 作業日報（参加者名簿）…参加者個々の日当受領月日、サインに留意
③ 請求書・領収書（レシート）整理帳
④ 作業写真整理帳
（3）協定初年度のみ提出する書類

① 協定参加同意書（集落）…次回H31
Ⅱ　共同活動（農地維持・資源向上共通）
	項　目
	（円）
	具体的内容

	会議日当（1会議）
	500
	計画策定会議（地区役員会等）
連続して1時間を超える場合は1,000円

	作業日当（半日）
	1,000
	1作業につき半日単位
1時間以内は会議日当単価を適用
連続して3時間を超える場合は2,000円

	借上料（半日）
	
	

	
	軽トラック
	2,000
	ガソリン代含む

その他重機等は実費（見積請求額）

	
	草刈機、チェーンソー
	1,000
	

	事務作業労賃
	1,000
	申請1件につき


【その他統一事項等】
　（1）全戸を参加対象とする作業（道普請等）の日当は支払わないが、草刈機などの借上料や資材購入費、お茶代や保険料など活動に必要な実経費は可とする。
　（2）通常の畦畔草刈りは対象としないが、共同管理田は除くものとする。
　（3）草、泥等の処分並びにダンプ、重機等の借上料は実費とする。
　（4）施設の軽微な補修を予定する場合、その計画段階において事前に事務局（村）と協議する。
　（5）食事等にあっては、簡単なパン、お茶菓子、ジュース程度とする。また、お昼を挟む場合、昼食の弁当代は500円以内とするが、作業日当を支払う場合は支給しない。
　（6）農用地の畦畔への植栽（農用地等を活用した景観形成活動）は、多面的機能支払の対象とするが、花壇整備（景観形成のための施設への植栽等）は、平成27年度より村建設課所管の「うるおいの街並みづくり支援事業」で対応する。
　（7）交付金の支払いは現金支給・口座振込とも可とする。ただし口座名義は活動団体名としＪＡ宮田支所口座に限る。作業日報の領収等も必須とする。
【その他注意事項】
　（1）活動記録写真を1枚以上は添付する。
　　　◆点検・計画策定…現地点検、機能診断、打合せ会議の状況写真
　　　◆実践活動　　　…作業中の状況写真
　　　◆研修　　　　　…研修中の状況写真
　　　　※デジカメ撮影の場合はデータ提出でも可とする。

　（2）実践活動は農振農用地区域内の施設が対象も、農地維持支払は、農振農用地と一体的に取り組む場合に限る。
　（3）作業中の事故等に対する保険加入も実費で交付対象。また、ヘルメットの着用等安全対策に注意する。

Ⅱ　施設の長寿命化のための活動（資源向上）
　（1）事業費は1地区当たり100万円が目安となる。
　（2）事業対象は、農振農用地区域内にある破損や老朽化等により機能低下等が生じている既存施設の補修・更新等。

　（3）各区要望等を活用し、施工予定箇所を村運営委員会で協議・決定する。その後に変更の必要がある場合は、都度運営委員会を開催し決定する。
　（4）業者施工の工事にあっては、発注前の機能診断及び計画策定と施工後の竣工検査を地区役員、村職員、施工予定業者で工事ごと個別に行う。
　（5）工事契約に際し、事業費130万円未満は2社以上の見積りとし、130万円以上は村運営委員会が開催する入札会にて業者決定を行う。

　（6）技術保持者の参加と、重機等の借上げ、資材の購入により補修等が可能なものは、共同活動（施設の軽微な補修等）での対応を求める場合がある。
　＊H31以降、活動組織の直営施工実施が一部義務付けられる。

